















　ジェイムズのテキストはすべてハーヴァード大学版全集（Burkhardt, F. H., F. Bow-
ers & I.K. Skrupskelis eds., 1975-88, The Works of William James, 19vols., 
Cambridge, MA., and London, Harvard University Press.）を使用し，出典箇所は以下
の略号と頁数によって表示する．
　　WB： [1897]1979, The Will to Believe.
　　Prag： [1907]1975, Pragmatism.
　　PU： [1909]1977, A Pluralistic Universe.
　　SPPhi： [1911]1979, Some Problems of Philosophy.
　　ERE： [1912]1976, Essays in Radical Empiricism.
　パースのテキストについては慣例に従い，ハーヴァード大学版著作集（Hart-
shorne, Charles, Paul Weiss & Arthur Burks eds., 1960-66, Collected Papers of 
Charles Sanders Peirce. 8vols., Cambridge, MA., Belknap Press of Harvard University 
Press.）からの引用は（CP 巻数．パラグラフ）の形式で，1898年の連続講義録（Ket-
ner, K. L. ed., 1992,  Reasoning and the Logic of Things: The Cambridge Conferences 

















































































































































































































































全体 bounded total という不適当な概念をこっそりと挿入してい
る」（SPPhi: 86=1961c: 148）．つまり，経験と経験主体とを切り分けて
しまうような認識論的図式を依然前提としている．それは後にホワ






（Whitehead 1967: 53=1982: 90）し，ヒュームもまた「アリストテレス
論理学の過剰な強調によりヨーロッパ精神に刻印されてきた主語－


























































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
自身が経験される関係でなければならず
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，およそ経験されるい
4 4 4 4 4 4 4 4 4
かなる種類の関係も
4 4 4 4 4 4 4 4 4
，体系のなかの他のいかなるものとも同じ






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4













































































































































れを本当に考えているという意味で実在的」（CP 5. 405=1968: 95）で
あるとか，「夢というものは，だれかが本当にその夢を見たのなら







実」（CP 5. 410=1968: 101）を明晰に理解することに存する．したがっ
て格率適用後の定義は，我々を一つの同じ結論へ導くことが期待さ


























































































































































































































































































































































































































































































































（ マ マ ）
とずく必然性をもっているのだ，というように主張しがちである．実際のとこ
ろは，どの結論もみな，多かれ少なかれ，個人的なヴィジョンにも



























































































































































ため（James 1975: 131=1957: 198），この点でバークリーとは決裂するように見え
る．ただ，バークリーにとって譲れない主張である「抽象観念の不可能性」
（Berkeley [1710] 1901: 253=1958: 37）とは，抽象観念が現実存在することの不可
能ないし現実存在に対応することの不可能をいうものであって，抽象観念は「伝達
にとって必要でないと全く同様に，知識の拡大にとっても必要でない」（Berkeley 
[1710] 1901: 247=1958: 29）といわれるとき，その意味は有用性の完全な否定で
はなく，特定の抽象観念を普遍的なものと見なして拘ることや実体的に受け取る
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